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図 2-3-11 最も通訳・介助を担当した盲ろう者の受信方法 
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４．通訳・介助に関する意識 

 
（１）擁護意識 
 

 盲ろう者が悩んでいるときは親身に相談にのる 
「あてはまる群」が 66.1% 
・「あてはまらない群」は 7.4%となっている。 
 

表・図 2-4-1 盲ろう者が悩んでいるときは親身に 
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 盲ろう者に困ったことがあれば、すぐにでも駆けつけたいと思う 
「あてはまる群」が 62.2% 
・「あてはまらない群」は 8.0%となっている。 
 

表・図 2-4-2 盲ろう者に困ったことがあれば、 
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 盲ろう者に危険や困難が及ばないように、かばい守る 
「あてはまる群」が 83.1% 
・「あてはまらない群」は 3.8%となっている。 
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 できる限り盲ろう者に嫌な思いをさせないようにサポートする 
「あてはまる群」が 78.6% 
・「あてはまらない群」は 5.2%と 1 割に満たない。 
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 盲ろう者に危険や困難が及ばないように、かばい守る 
「あてはまる群」が 83.1% 
・「あてはまらない群」は 3.8%となっている。 
 

表・図 2-4-3 盲ろう者に危険や困難が及ばないように、 

かばい守る 

 

 

 

 

 

 

 できる限り盲ろう者に嫌な思いをさせないようにサポートする 
「あてはまる群」が 78.6% 
・「あてはまらない群」は 5.2%と 1 割に満たない。 
 

表・図 2-4-4 できる限り盲ろう者に嫌な思いをさせ 

ないようにサポートする 

 

 
 

 

  

　 人数 割合

1 11 0.7%

2 21 1.3%

3 31 1.9%

どちらでもない 4 214 13.0%

5 273 16.6%

6 457 27.8%

7 634 38.6%

合計 1641 100.0%

あてはまらない群

あてはまる群

　 人数 割合

1 20 1.2%

2 21 1.3%

3 45 2.7%

どちらでもない 4 266 16.2%

5 276 16.8%

6 445 27.1%

7 570 34.7%

合計 1643 100.0%

あてはまらない群

あてはまる群

1
1%

2
1% 3

2%

4
13%

5
17%

6
28%

7
38%

盲ろう者に危険や

困難が及ばないよ

うに、かばい守る

1
1%

2
1% 3

3%

4
16%

5
17%

6
27%

7
35%

できる限り盲ろう

者に嫌な思いを

させないように

サポートする

131 
 

（２）仲間意識 
 

 自分のプライベートで起こった出来事を盲ろう者に話す 
「あてはまらない群」が 43.2% 
・「あてはまる群」は 30.1%となっている。 
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 業務時間が終われば、それ以上のサポートをする必要はない 
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 業務時間が終われば、それ以上のサポートをする必要はない 
「あてはまらない群」が 45.1% 
・「あてはまる群」は 13.7%となっている。 
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 盲ろう者との対話の際、自分から積極的に話題を提供する 
「あてはまる群」が 51.0% 
・「あてはまらない群」は 12.5%となっている。 
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（３）介入意識 
 

 盲ろう者の決定や選択に入り込んで、代わりにしてあげることがある 
「あてはまらない群」が 73.4% 
・「あてはまる群」は 7.3%となっている。 
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 移動や通訳、コミュニケーション以外の支援も、盲ろう者に提供する必要がある 
「あてはまる群」が 54.2% 
・「あてはまらない群」は 12.2%となっている。 
 

表・図 2-4-11 移動や通訳、コミュニケーション 
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 移動や通訳、コミュニケーション以外の支援も、盲ろう者に提供する必要がある 
「あてはまる群」が 54.2% 
・「あてはまらない群」は 12.2%となっている。 
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 盲ろう者と対等に意見が言い合える関係が望ましい 
「あてはまる群」が 72.9% 
・「あてはまらない群」は 6.5%となっている。 
 

表・図 2-4-13 盲ろう者と対等に意見が言い合える 

関係が望ましい 

 

 

 

 

 

 

 盲ろう者に不愉快な思いをさせられたときは、本人に苦情を言う 
「あてはまらない群」が 43.2% 
・あてはまる群は 17.8%となっている。 
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 移動や通訳、コミュニケーション以外の支援も、盲ろう者に提供する必要がある 
「あてはまる群」が 54.2% 
・「あてはまらない群」は 12.2%となっている。 
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 盲ろう者と対等に意見が言い合える関係が望ましい 
「あてはまる群」が 72.9% 
・「あてはまらない群」は 6.5%となっている。 
 

表・図 2-4-13 盲ろう者と対等に意見が言い合える 

関係が望ましい 

 

 

 

 

 

 

 盲ろう者に不愉快な思いをさせられたときは、本人に苦情を言う 
「あてはまらない群」が 43.2% 
・あてはまる群は 17.8%となっている。 
 

表・図 2-4-14 盲ろう者に不愉快な思いをさせ 

られたときは、本人に苦情を言う 
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 盲ろう者が社会的に問題のある行動をとったときは意見する 
「あてはまる群」が 63.7% 
・「あてはまらない群」は 7.2%となっている。 
 

表・図 2-4-15 盲ろう者が社会的に問題のある 

行動をとったときは意見する 

 

 

 

 

 

（５）情緒性 
 

 盲ろう者の行動に対して困惑することがある 
「あてはまる群」が 46.7% 
・「あてはまらない群」は 24.9%となっている。 
 

表・図 2-4-16 盲ろう者の行動に対して困惑する 

ことがある 
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